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Ⅲ．分析と今後の取り組みについて 

１／５ページ  

  議員のなり手不足解消 

結果 

分析 

○町民のために議員として働いてみたいと思いますか？（回答者数：２６０名） 

「１． ぜひやってみたい」            ： １．９％ （５名） 

「２． 条件が整えばやってみたい」      ： ６．５％ （１７名） 

◎「２． 条件が整えばやってみたい」と回答した層の条件 （回答者数： １７名） 

「２．家族や周辺の応援が得られれば」   ： ８８．２％ （１５名） 

「１．報酬が充分（生活可能）であれば」   ： ７０．６％ （１２名） 

◎なり手不足の原因 （回答者数： ２４６名） 

「１０．議員の仕事に魅力を感じない」    ： ４５．５％ （１１２名） 

「４．議員と自分の仕事の両立が難しい」  ： ４３．９％ （１０８名） 

「１１．町のことや政治に関心がない」    ： ２４．７％ （ ６１名） 

「６．地域・集落・親族のしがらみがある」  ： ２１．１％ （ ５２名） 

「２．議員報酬が少ない」            ： ２０．７％ （ ５１名） 

○町議会議員になるとしたら、議員報酬は月額いくらくらいが妥当だと思いますか？ 

（回答者数： ２３１名） 

「２．月額２５万円～３０万円未満」       ： ３９．０％ （９０名） 

「１．月額２０万円～２５万円未満」       ： ２８．６％ （６６名） 

「３．月額３０万円以上」             ： ２３．８％ （５５名） 

※〇１つを選択 ◎複数選択  

課題 

●経済的・時間的なハードル：議員報酬の不足や、議員活動と本業・家事の両立の困難さが、特

に若年層や現役世代の参入を阻害している。 

●心理的・社会的なハードル：議員活動の魅力が伝わっていないこと、地域・集落のしがらみ、選

挙費用の捻出困難が、立候補へのハードルを上げている。 

解決策

として 

考えら

れる案 

▼全体的に求められていること：議員活動の「経済的安定性」「柔軟性」「魅力」を高め、多様な人

材が立候補しやすい環境を整備することが求められている。 

 

▼短期的な取り組み 

・具体的な仕事内容ややりがい、町政への貢献度を発信 

・若者や女性対象の議会見学や意見交換会の開催 

 

▼長期的な取り組み 

・議員報酬の適正化  

・家事や仕事との両立可能な議会運営の検討 

・学校教育との連携 

 

★現在取り組みを進めていること 

・報酬の適正化にかかる要望書提出 
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２／５ページ  

  町民に分かりやすく開かれた議会運営 

結果 

分析 

○中山町議会の活動などの情報が、どの程度、周知されていると思いますか？  

（回答者数： ２６０名） 

「３． あまり周知されていない」     ： ３６．９％ （ ９６名） 

「５． わからない」             ： ２７．７％ （ ７２名） 

「２． おおむね周知されている」    ： ２７．７％ （ ７２名） 

◎どのようにして中山町議会の情報を得ていますか？ （回答者数： ２６５名） 

「３． 議会だよりで得ている」      ： ６６．８％ （１７７名） 

「８． 特に情報は得ていない」     ： ２７．２％ （ ７２名） 

「７． 新聞を読んでいる」        ： １０．２％ （ ２７名） 

「２． 議会ホームページで得ている」 ： ４．２％  （ １１名） 

〇議会の録画映像配信を見たことがありますか？ （回答者数： ２６５名） 

「２． 見たことがない」          ： ５１．３％ （１３６名） 

「３． 知らなかった」            ： ４６．０％ （１２２名） 

「１．見たことがある」           ：  ２．６％ （  ７名） 
※〇１つを選択 ◎複数選択  

課題 

●情報発信の不足と内容の難解さ： 

  議会活動の情報が町民に十分に届いておらず、特にデジタル媒体の認知度が低い。議会だ

よりや映像配信の内容が専門的で分かりにくい。 

解決策

として 

考えら

れる案 

▼全体的に求められていること：町民の多様な情報ニーズに応え、情報格差を解消するための

多角的な情報発信と、町民が議会に意見を伝えやすい双方向のコミュニケーションチャネルの構

築が求められている。 

 

▼短期的な取組み 

・議会だよりの改善（ 写真や図の多用、分かりやすい表現、町民の関心を引く企画） 

・町民が直接議員と対話できる機会の創出 

・町議会ホームページの改善 

・町公式ＬＩＮＥの活用 

 

▼長期的な取り組み 

・ＳＮＳ（Ｘ， Ｆａｃｅｂｏｏｋなど）の活用の検討 

・議会録画映像の要約版やハイライト動画の作成の検討 

 

★現在取り組みを進めていること 

・議会だよりの紙面リニューアル  

・定例会開催予定のポスター掲示、ＬＩＮＥ配信 

・常任委員会ごとに意見交換会の開催 
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 ３／５ページ  

 議会機能の強化 

結果 

分析 

〇議会は、町のお金が無駄なく最大限にチェックする役割がありますが、中山町議会はこの監視

機能をどの程度果たしていると思いますか？ （回答者数： ２６６名） 

「５． わからない」          ： ４７．７％ （１２７名） 

「２． おおむね果たしている」   ： ３５．３％ （ ９４名）  

「３． あまり果たしていない」   ： １３．２％ （ ３５名） 

〇町民の意見が中山町議会に反映されていると思いますか？ （回答者数： ２６３名） 

「５． わからない」          ： ４５．２％ （１１９名） 

「２． おおむね反映されている」 ： ２７．０％ （７１名）  

「３． あまり反映されていない」  ： ２２．４％ （５９名） 

◎議会活性化のために特に力を入れてほしいこと （回答者数： ２４９名） 

「１．町民の声を議会に届ける仕組みづくり」               ： ４７．４％ （１１８名） 

「４．子どもや若者の意見を反映する仕組みづくり」          ： ４５．８％ （１１４名） 

「７．議会の政策提案力の強化 （町の課題への積極的な提言）」 ： ３７．３％ （ ９３名） 

「２．議会の情報発信の充実（議会だより・ＳＮＳ など）」        ： ２６．１％ （ ６５名） 
※〇１つを選択 ◎複数選択  

課題 

●町民意見の吸い上げと反映の不足： 

 町民は自身の意見が議会に届き、町政に反映されていると感じていない。 

●監視機能の不透明性： 

 議会が町の財政や事業を適切に監視しているかどうかが町民に伝わっておらず、信頼が低い。 

解決策

として 

考えら

れる案 

▼全体的に求められていること：町民の意見を積極的に吸い上げ、それを町政に反映させるプロ

セスを透明化するとともに、議会が自律的に政策を立案・監視する能力を高めることが求められ

ている。 

 

▼短期的な取り組み 

・意見交換会、ワークショップ、パブリックコメント制度の活用など、町民から意見を吸い上げる方

法を増やす 

・町民が直接議員と対話できる機会の創出 

 

▼長期的な取り組み 

・議員研修の充実（政策立案、調査研究、ＩＣＴ活用など） 

・議会情報公開のさらなる充実 

 

★現在取り組みを進めていること 

・常任委員会ごとに意見交換会の開催 

・政策提言書の提出 

・タブレット活用の研修の定期開催 

・予算、決算全協の質疑抜粋を議会だよりに掲載 
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４／５ページ  

 身近で信頼される議会 

結果 

分析 

〇中山町議会議員の活動内容をご存じですか？（回答者数：２６６名） 

「２．少し知っている」                  ： ６１．７％ （１６４名） 

「３．知らない」                      ： ３１．６％ （ ８４名） 

〇中山町議会の活動について全般的に見てどの程度評価しますか？（回答者数：２６７名） 

「２．ある程度評価する」                ： ４０．４％ （１０８名） 

「５．わからない」                     ： ３９．７％ （１０６名） 

「３．あまり評価しない」                ： １７．２％ （ ４６名） 

〇中山町議会に対し、期待や信頼をしていますか？（回答者数：２５５名） 

「２．どちらかといえば期待し信頼している」    ： ５８．４％ （１４９名） 

「３．どちらかといえば期待も信頼もしていない」 ： ２４．３％ （ ６２名） 

〇中山町議会議員に意見や要望を伝えたことがありますか？ （回答者数： ２６４名） 

「２． 伝えたことはない」               ： ７８．０％ （２０６名） 

◎意見を伝えたことがない理由 （回答者数： ２０４名） 

「１．議員に接する機会がない」           ： ６１．８％ （１２６名） 

「３．伝えたいことがない」               ： ３９．２％ （ ８０名） 

※〇１つを選択 ◎複数選択  

課題 

●町民との距離感： 

 町民にとって議会や議員が身近に感じられていない。意見を伝えにくい、活動が見えにくいと感

じている。 

●信頼感の欠如： 

 議会活動の不透明性や町民意見の反映不足が、議会への期待や信頼の低下につながってい

る。 

解決策

として 

考えら

れる案 

▼全体的に求められていること：議会が町民にとって「身近な存在」となり、「信頼される」ために

は、積極的に町民との接点を増やし、双方向のコミュニケーションを強化することが不可欠。 

 

▼短期的な取り組み 

・町民が直接議員と対話できる機会の創出 

・議員のプロフィール、活動内容、政策への思い等の発信 

・意見や要望に対するフィードバックの徹底 

 

▼長期的な取り組み 

・議会自己評価方法の検討 

・議会情報公開のさらなる充実 

 

★現在取り組みを進めていること 

・町民アンケートの継続的な実施 

・議会だよりの一般質問記事に「わたしの思い」掲載 

・議会のしおりの作成 
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５／５ページ  

 年代格差の把握と次世代層の参画促進に向けて 

結果 

分析 

・若年層（４０代以下）と高年層の意識差：議会活動を「知らない」割合は、高年層（５０代以上）の

２４．８％に対し、若年層では５８．２％に達しており、３３．４ポイントの開きがある。 

また、議員への意見伝達が「ない」割合は、若年層で９２．７％と極めて高い。 

・若年女性の参画意欲の現状：若年男性（４０代以下）の議員志望意向（条件付き含む）が３６．

０％であるのに対し、若年女性（４０代以下）は０．０％という結果が出ている。 

・分析の総括：アンケート全体を通して、「町議会に関する意識や参加意欲」において男女間の差

はわずかであるが、年代による「議会との距離感」には顕著な格差が存在している。 

特に４０代以下の層が町政から分断されている現状が示唆される。 

課題 

●次世代との接点の希薄化： 

将来の町を担う世代が、議会活動を「自分たちとは無関係なもの」と捉えている可能性が高い。 

●多様な人材確保への障壁： 

特に若年女性において、議員という選択肢が日常の延長線上にイメージしづらい構造的な課題

がある。 

解決策

として 

考えら

れる案 

▼ 全体的に求められていること 

・４０代以下の世代と議会との間にある距離を埋め、町政に関与しやすくする仕組みづくり。  

・女性や現役世代が、議員活動を生活の延長線上の選択肢として検討できる環境の整備。  

・町外学生を含む次世代層との継続的な信頼関係の構築。 

 

▼ 短期的な取り組み 

・ＳＮＳ等の活用による議会情報の可視化の検討 

・若年層や女性向けの意見交換の場の検討など 

・図解の多用など議会情報を分かりやすく伝える表現の工夫 

 

▼ 長期的な取り組み 

・仕事や育児との両立やオンライン活用の検討 

・インターンシップや若者対象企画など、次世代育成の可能性の模索 

 

★ 現在取り組みを進めていること 

・町民アンケートの定期的な実施による、意識の変化の継続的な把握 

・議会だよりの紙面リニューアルや、ＬＩＮＥ等を活用した開催予定情報の配信 

・議会だよりミュージアムの開催 

・こども向け議会のしおりの作成 

 

 


